
平成 24年度 SPring-8ユーザー協同体第 1回評議員会議事録 

 

日時：平成 24年５月 11日（金）13時 30分~15時 50分 

場所：SPring-8中央管理棟	 上坪講堂 

参加者：雨宮慶幸、淡路直樹、岸本浩通、北川進、工藤嘉弘、坂田修身、坂田誠、堂前和彦、中井泉、

水木純一郎、村上洋一、片山芳則、高木英典、巽修平、中川敦史、村瀬浩貴、佐藤衛、佐々木

園、篭島 靖、西堀英治 

オブザーバー：熊谷教孝、野田健治、鈴木昌世、高田昌樹、 

事務局：牧田知子、八木克仁、辻雅樹、山下孝二、生越満、馬越元基、垣口伸二、坂川琢磨 

議題： 

１,	 24年度評議員紹介 

雨宮旧 SPring-8利用者懇談会(以下、旧利用懇)会長を議長として、最初に評議員、オブザーバー等の

自己紹介があった。 

２，SPring-8ユーザー協同体の紹介 

雨宮評議員より資料 2に基づき SPring-8ユーザー協同体の改編経緯と SPRUCについての説明があっ

た。 

３，会長選出 

村上評議員を議長として、会長の選出が行われた。雨宮評議員が会長として選出された。 

４，24年度研究会の構成について 

中川評議員（旧利用懇利用促進委員長）より資料 4に基づき現状の研究会の報告があった。 

５,	 24年度予算について（JASRIとの契約について） 

雨宮会長より資料 5、6を使って SPRUCの予算案と JASRIとの契約等について説明があった。 

24年度予算は 400万円であること、そのうち 200万円が JASRIからの委託業務、残りの 200万円が

一般会計であるとの説明があった。一般会計は JASRI との協定分担金 100 万円と利用懇繰越金 100

万円からなることの説明があった。 

６，平成 24年度経理業務等の JASRI外業務委託について 

資料 7に基づき SPRUCの経理と報告書作成補助業務を外部委託することについて説明があり承認さ

れた。 

７，SPring-8シンポジウムの開催について 

資料 8に基づき説明があり、以下の意見があった。 

・実行委員長は月原冨武教授に変更。 

・総会で若手の顕彰を行うべき。ESRFでは既にユーザーコミュニティが若手を顕彰している。 

・懸賞の資金は SPRUCのシンポジウムの開催費から出す。 

・5月中旬であるため、宣伝を早くする必要がある。 

・SPRUCの執行部を早く立ち上げるべき 

８，その他 

雨宮会長より資料 9に基づき SPring-8大学院連合構想について説明があった。 

資料 10の SPring-8ユーザー協同体のロゴマークを募集することについて原案どおり公募することし

た。 

 



配布資料	 資料１：平成 24年度評議員名簿  

	 	 	 	 	 資料２：SPring-8ユーザー協同体の紹介 

	 	 	 	 	 資料３：代表機関・機関代表者リスト 

	 	 	 	 	 資料４：平成 24年度研究会一覧 

	 	 	 	 	 資料５：平成 24年度 SPring-8ユーザー協同体予算案 

	 	 	 	 	 資料６：JASRIとの協定書と委託契約の締結について 

	 	 	 	 	 資料７：経理及び報告書作成補助業務委託契約書案 

	 	 	 	 	 資料８：SPring-8シンポジウムについて 

	 	 	 	 	 資料９：SPring-8大学院連合（案） 

	 	 	 	 	 資料 10：SPRUCロゴマーク募集について（案） 

 


